
 

【図版を使った問題】（難易度：やや難）  

 

 

 

 

写真Ⅰは a インド=イスラーム文化の代表

的建築物とされる   A  である。この建物は、

b ムガル帝国第５代皇帝のシャー = ジャハー

ンが、当時の都の   B  に愛妃ムムターズ = 

マハルの墓廟として建築を命じた。その後シ

ャー = ジャハーンは、ムムターズ = マハル

との子で第 6 代皇帝となった c アウラングゼ

ーブによって幽閉され、この建物が見える部

屋で晩年を過ごし、その棺はムムターズ = マ

ハルの隣に葬られた。  

写真Ⅰ  

 

問１ 文中の空欄 A にあてはまる建築物名を記しなさい。  

 

問２ 文中の空欄 B にあてはまる都市名を記しなさい。  

 

問３ 下線部 a インド = イスラーム文化に関連して述べた文章として正しいものを選び、記号で

記しなさい。  

ア 人口の過半数をイスラーム教徒が占め、当時世界最大のイスラーム教国であったム

ガル帝国で発展した文化である。  

イ イスラーム文化とヒンドゥー文化の影響を受けて生まれたイスラーム文化である。

ウ ウパニシャッドの梵我一如を基準とした様式の文化である。  

エ インド = イスラーム文化の影響を受けたラージプート絵画では、アッラーや天使の

細密画が多く描かれた。  

 

問４ 下線部 b ムガル帝国について述べた文章として誤っているものを選び、記号で記しなさい。 

ア ティムールの子孫で、アフガニスタン方面に勢力をもっていたバーブルが始祖であ

る。  

イ パーニーパットの戦いでロディー朝を破り建国された。  

ウ 第３代皇帝の時代に、全ての官僚に序列をつけるマンサブダール制を整備して政府

を組織化した。  

エ 第７代皇帝の時代にサファヴィー朝によって滅亡した。  

 

問５ 下線部 c アウラングゼーブについて述べた文章として正しいものを選び、記号で記しなさ

い。  

ア インド南部に進出し、ムガル帝国の最大版図を築いた。  

イ 人頭税(ジズヤ)を廃止して、非ムスリムの支持を得た。  

ウ シク教徒を懐柔し、マラーター王国と戦わせた。  

エ マイソール王国を滅ぼした。  



 写真Ⅱは青を基調とした採釉タイルが

特徴の d イマームのモスクであり、イラ

ンの芸術の象徴ともいえる建物である。

この建物は、   C  朝第 5 代の e アッバ

ース１世が遷都した都市   D  の中心地

に建立された。  

このモスクがあるオアシス都市は、古

くからの貿易拠点であったが、ティムー

ル朝による破壊などにより衰退していた。

この都市は、アッバース 1 世の都市計画

により「世界の半分」と呼ばれるまでに

発展し、このモスクがある「王の広場」

を中心に世界中の物産の市や f 商店が展    

開し、多様な人々・宗教施設が砂漠の中  

のオアシスに集った町であった。  

 

問６ 空欄 C にあてはまる王朝名を記しなさい。  

 

問７ 空欄   D  にあてはまる都市名を記しなさい。  

 

問８ 下線部 d イマームについて、アリーを最初とする最高指導者の呼称として用いている宗派

を選び、記号で記しなさい。  

ア シーア派   イ スンナ派   ウ アタナシウス派  エ アリウス派  

 

問９ 下線部アッバース１世に代表されるこの王朝の王号 (王の呼び名)を選び、記号で記しなさ

い。イラン地域の伝統的王号である。  

ア スルタン   イ カリフ   ウ ハーン   エ シャー  

 

問 10  下線部 f 商店に関して、初期はイスラーム神秘主義者が用いていた飲料が庶民にも人気と

なり、この時期には専門店が作られ、「王の広場」にも店舗があった。この飲料を選び、記

号で記しなさい。  

ア 紅茶   イ ビール   ウ ワイン   エ コーヒー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真Ⅱ  



 

 

絵Ⅲは、g オスマン帝国の h スルタンに直属する歩兵

常備軍の   E  の姿である。  

この軍は、異教徒の子どもを徴用し、イスラーム教に

改宗させたのちに教育を施し、兵や高級官僚とするデヴ

シルメという制度によって成立したエリート兵団であ

る。封土(  F  )を配分されたトルコ系騎士 (シパーヒー)

の没落とともに、このスルタン直属軍の力は大きくなり、

数々の i 戦争で活躍した。  

 

問 11   E  にあてはまる軍の名称を記しなさい。  

 

問 12   F  にあてはまるオスマン帝国の封土の呼称  

   をカタカナで記しなさい。  

絵Ⅲ  

 

問 13 下線部 gオスマン帝国の首都となった都市を以下のなかから２つ選び、記号で記しなさい。 

ア アテネ  イ  バグダード  ウ アドリアノーブル  エ イスタンブル   

オ メッカ  

 

問 14 下線部 h スルタンについて、即位年が早い順に左から並べたものを選び、記号で記しなさ

い。  

ア バヤジット１世 メフメト２世 スレイマン１世  

イ バヤジット１世 スレイマン１世 メフメト２世  

ウ メフメト２世 バヤジット１世 スレイマン１世  

エ メフメト２世 スレイマン１世 バヤジット１世  

オ スレイマン１世 バヤジット１世 メフメト２世  

カ スレイマン１世 メフメト２世 バヤジット１世  

 

問 15 下線部 i 戦争について、オスマン帝国の戦争について述べた文として誤っているものを選

び、記号で記しなさい。  

ア コソヴォの戦いでバルカン諸国軍に勝利した。  

イ ニコポリスの戦いでハンガリー王率いる連合軍に勝利した。  

ウ アンカラの戦いでティムール軍に勝利した。  

エ プレヴェザの海戦でスペイン・ヴェネツィア・ローマ教皇連合軍に勝利した。  

 

 

 

 

 

 

 



 

絵Ⅳは明への貢物として献上されたキリンの図

である。伝説の生物「麒麟」と似た発音であった

キリンは、明の j 永楽帝の命令により行われた   G  

マリンディ (現ケニア )やの南海諸国遠征の結果、

ベンガル国 (現バングラデシュ・インド )から献上

された。  

この様に、中国の皇帝に周辺諸国が貢物をする

と、周辺諸国は中国の皇帝から貢物より多くの返

礼品を得られる H 貿易があり、キリンもその

貢物であった。東アジアの国際関係では、中国の

皇帝が k 周辺諸国の支配者に位階を与え、君臣関

係を結び、安定を得るという冊封体制というシス

テムがあった。日本の支配者で明の皇帝から「 l

日本国王」に封じられた人物もいた。  

 

 

絵Ⅳ  

 

問 16 空欄 G にあてはまる人名を漢字で記しなさい。  

 

問 17 空欄 H にあてはまる漢字２字を記しなさい。  

 

問 18 下線部 j 永楽帝は、文化事業にも力を入れた。永楽帝が編纂を命じた書ではないものを選

び、記号で記しなさい。  

ア 資治通鑑   イ 永楽大典   ウ 四書大全   エ 五経大全  

 

問 19 下線部 k 周辺諸国に関して、明・清の周辺諸国の状況として述べた文章として誤っている

ものを選び、記号で記しなさい。  

ア 朝鮮王国では世宗が訓民正音（ハングル）を制定した。  

イ 中山王が琉球を統一し、琉球王国を建国した。  

ウ オイラトのエセン = ハンが土木の変で明の正統帝を捕虜とした。  

エ 黎朝は明軍に敗れ、ハノイは明の直轄地となった。  

 

問 20 下線部 l 日本国王に封じられた人物を選び、記号で記しなさい。  

ア 平清盛   イ 足利尊氏   ウ 足利義満   エ 織田信長  

 

 

問 1 タージ = マハル  問２  アグラ  問３  イ  問４  エ  問５  ア  

問６  サファヴィー  問７  イスファハーン  問８  ア  問９  エ  問 10 エ  

問 11 イェニチェリ  問 12 ティマール  問 13 ウエ  問 14 ア  問 15 ウ  

問 16 鄭和  問 17 朝貢  問 18 ア  問 19 エ  問 20 ウ  

 


